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英語教育における主要な用語の一つである methodは非常に複雑・多岐な体系を有するもので

あるにも拘らず，その用法はまちまちで統一性に欠けている O それ故に，その用法を綿密に考察

し，意味を多少とも論理的に組織立て，現状の混乱を減少する必要が生じて来るのは当然であろ

フo

まず，英語教育史をーべつすると多数の methodが乱立しているが. r何々 MethodJと言う

具合に methodの前につけられた修飾語は.一体methodに関して我々に何を告げるのであろう

かoMackeyが Di r e c t 1.1 e t h odに言及して rDirectMethod は単に言語が如何に提示

されるべきかを告げるのみで.何が・いつ教えられるべきかに関しては何も語らないo実際

Direct Methodには本質的に Phonetic Methodや NaturalMethodと異なる所はないQ

Direct Method. Natural Method. Oral Methodなどの用語は複雑な問題の単なる一面

に限定して，その面だけが重大であるかのような推論をするからして，不明瞭で不十分なものに

ならざるを得ないo(l)J と指摘している如く r何々 MethodJと言った場合，それは表層的に

はmethodの前につけられた修飾語により規定され.単に顕著な一面的特徴を強調するのに過ぎ

ないo 従って，それは他と区別するための便宜的な色彩が濃く，示差的な一面的特徴によって内

容全体をおおうのは不可能である。一方.実質・内容においては相入れない対立的なものではな

し重複的な部分が多いため，それらの聞に明確な境界線を画すことは極めて困難となるoまた

多くのmethodは言語教育の持つ複雑で広範囲な体系の中の或る特定な側面に限定するので，

me.thodlこよりカパーされる領域の差異が生じ共通の体系を欠く結果となるO

このような不統一・混乱の中から methodの実体分析に進み methodの構成要素と領域を

導き出さねばならないoその観点から. Anthonyに基き m.ethodと，それに関連性の深い用語

approach. techniqueとを比較・検討する o r approach. method. techniqueは階層的で

あり，種々の techniqueは或る特定の methodを実施するものであり，更にそのme

る特定の approachと合致しているo approachとは言語の本質と言語教授・学習の本質とに関

した一組の相関的な仮説であり.公理のようなもので，教えられる材料の本質を描き出し，或る

見地・原理を述べるomethodとは言語材料を順序正しく提示するための全般的計画であり，そ

のいかなる部分も或る選ばれた approachに矛盾せず.全てがそれに基いているo approachが

公理的であるのに対し. methodは指導過程に関すo techniqueとは教室で実際に行なわれる

もの，即ち目的を達すべく用いられる特定の工夫・秘訣・術策を意味しており，種々の tech-

niqueは或る特定のmethod並びに approachと調和一致していなければならない0(2)Jこの

Anthonyの小論に述べられた approach.m ethod. t echn iqueの定義を，ここで問題となっ

ている methodに焦点を合わせて考えると，次のような問題点が起こるoまず methodと

approachとの区分に関して.例えばOralApproachとOral.Methodとの相違はどこに求

められるのかoまた. methodと techniqueとの区分に関して，指導過程のどこまでがmeth-

od，で，どこからが technique と言えるのかo更に.設がmethodの項で例示しているMim-

Memや PatternPractlceは所謂DirectMethod などと同等位(同じレベル)と見なせ
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るのか。

そこで，まず approachの面から検討すると Fri esは rOral Approach は単一の

methodや一組の method 以上のものであり，それは第一に最初の段階で達成されるべき目標

であり，第二に最初の段階で習得されるべき特別な一組の材料であるo この目標と材料がmeth-

odの或る特定な原理を要求するo(ゆ」と論述するo他方. Oral MethodはPa 1 m erによれ

ば. r口頭・会話・自然的作業と定義づけられるようなもの以外の全てを排斤する言語学習の方

法(4)Jであり，彼はOralMethod をもって教授法の全体とは考えず，その中の必須な段階を

なすもの，つまり目標に対する手段であると見なすo この二つの見解は両者共口頭 (oraI)を重

視する点では類似が認められるが，前者が目標と材料の本質を示しmethodの原理を述べている

のに対し，後者は言語材料を提示するための全般的な方法及び指導過程に関与している，と言う

意味においてAnthonyの定義に矛盾しないo しかしながら，この正当化が他の全ての method

にも適用するとは限らず，例えばDirec也 Methodは，前述のMackeyも指摘した如く教材の

内容・配列には触れず.一つの見地に基いた原理的な性格が強いことから approachlこ近似し

たレベルに属すと考えられるo

次に. Anthonyが methodの範暗に分類したMim-MemとPatternPracticeは，一

般に「何々MethodJと呼ばれているものに比較すると同じレベルでは扱い得なくなって来るo'

そこで. m ethodと ιechniqueを区別するのに. met hod とは「言語材料の指導過程全般を

通じて，連続性を持って組織的に行なわれる方法原理 Jであるのに対し， ιechniqueは「その

全体の材料の中の或る特定な事項を教えるために，或る一時的な過程において用いられる断片的

な教授技術であり，それらの聞の相関性は問題ではないが. methodの方法原理には適合してい

なければならないo Jと規定すれば. Mim-MemとPatternPractice は次の如く説明さ

れるO すなわち，それらを教授場面で或る事項を教えるための孤立的技術と見なした場合には

techniqueに過ぎないが Strainの小論(5)に現れている如く，その域を超越して或る連続性を

有し，全般的な方法原理を示す場合には method的色彩が濃厚になるo

さて，これまで approach.也echniqueとの比較において考察した method の分析から明ら

かになることは methodは本質的に多面性を有し，広範囲に渡るものであるから，便宜的に階

層・レベルを設定することが不統一で混乱をきたしている状態を組織立てるのに有効になって来

ると思われるom 叫 hodの三段階は.(l)Direct Methodのように approachに近い性格のも

の. (2)Grammar-T rans lat ion Method など多数の中間的性格のもの. (3)Mim-Mem 

Methodや PatternPractice Methodのように techniquelこ近い性格のもの， と大別出

来るO このような methodの階層化から構成要素の分析に進むと，主要な三つの側面が浮かび上

がるO つまり. (l)methodの基盤としての言語学的・教育学的側面. (2)言語材料の秩序正しい提

示のための教材面. (3)その効果的適用のための教授場面，であるoそして，この methodの三段

階と三つの側面を統合すると，そこから次のようなmethodの意味規定が導き出されよう o

rmethodとは或る特定の言語学的・教育学的理論原理に基き，教材内容の選択・配列・提示の

過程を規定し，実際の教授場面における適切な技術を伴う所の包括的概念であるo J 

このように結論づけられた methodは，その前提基盤と適切な実施と同時に，言語教育が有す

複雑な体系の他の種々の重要な要素への配慮が伴わない限り結実を見ないo それ故，そこから示

唆される将来への方向はPe iの言葉を借りれば. r絶対的な意味において，言語を学ぶのに良
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いmethodとか悪い method. あるいは正しいmethodとか誤った methodと言うようなもの

はない。唯だあるのは，あなた個人にとり，またあなたが習っていることを導き進めたい方向に

とって，効果的な me t hodとそうでない methodだけであるo(6) Jと言えるのではなかろうかo
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